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浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果

事業者の連絡先

研究（実用化）開発のポイント・先進性

石炭灰（左：石炭とバイオマス等の混焼灰、右：石炭の專焼灰）

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

2018年度開始

　本事業では製紙会社から排出される混焼灰を人工砕石製
造に活用し、県内の廃棄物量を削減する事を目標とします。
当社事業で利用している電力会社灰との併用を目指し、混
合によるメリット、デメリットを確認し、安全性を確保で
きかつ経済性がある混合基準を明確にします。

　日本の火力発電所は高効率で石炭を燃焼させるため、排
出される石炭灰も素材として品質の高いものが発生し、有
効利用率は 98%と高い数字を示しています。その一方、製
紙会社等の一般事業では木質チップ等を混焼する事が多く、
その灰の有効活用は多くの課題を抱えています。本事業で
は製紙会社の混焼灰を人工砕石製造に活用するための検討
を行います。

る事により、産業副産物の地産地消を図り、復興資材の安
定供給に寄与し、地域復興に貢献したいと考えています。

　製紙会社等の小規模火力発電で発生する混焼灰は、電力
会社から発生する石炭專焼灰と比較すると少量です。混焼
灰を安定して処理する方法として專焼灰と混合処理の効果
確認を実施しています。混焼灰は原料名としては石炭火力
から排出される専焼灰と同じ「石炭灰」となりますが、混
焼灰には石炭由来以外の成分が含まれる可能性があり、そ
の活用においては環境安全性を検証し適切な処理を行う必
要があります。
　浜通り地域の石炭火力発電所において発生している石炭
灰と併せて同地域で発生する製紙会社石炭灰を有効活用す

福島エコクリート株式会社　製造技術部　
品質管理課長　堀川剛利

　本事業により福島県内で
発生する多種多様の石炭灰

の安定した再資源化が可能となり、浜通
りの土木工事へリサイクル資材を安定供
給したいと考えています。浜通りの廃棄
物を復興資材へ生まれ変わらせる事で地
域の復興を支援したいです。当社の製
品を様々な工事で利用いただける事を
願っております。

　本事業は平成30年度から実施し
ており、福島県内の製紙会社等から
混焼灰を調達し、成分分析等でそ
の特性を収集しています。得られた
結果から專焼灰との混合利用を目指
し、溶出等の課題をクリアできる最
適な混合割合を検討しています。專
焼灰との最大の差異は組成に偏りが
発生する点ですが、重金属等の特異
点が発生し、基準値を超過した場合
は出荷を停止できる製品管理手法の
構築も行っています。

　本技術開発は、産業廃棄物として処分
されている混焼灰のリサイクルを実現し
埋立処分場の延命化に繋がります。また
安価な人工砕石を市場に供給する事で復
興資材価格高騰の抑制に寄与するととも
に浜通りにおける慢性的な資材不足を解
消します。更に混焼灰の有効利用を図る
ことで、県内混焼灰排出事業者の事業性
の向上に寄与し、また福島県内へのバイ
オマス発電所等の誘致を促進することで
再生可能エネルギーの利用拡大にも繋が
るなどの波及効果を期待しています。

福島エコクリート株式会社　福島県南相馬市小高区女場字猿田１番地 23　☎ 0244-26-4198（ 担当：製造技術部　課長 ( 品質管理担当）　堀川剛利） Mail：horikawa@fukushima-ec.com

当社は火力発電所から排出される石炭灰を主原料として人工砕石を製造しています。入口戦
略として原料多様化の観点から製紙会社等の発電設備から発生する石炭混焼灰の活用を検
討します。前述した混焼灰の特性を調査し、これを人工砕石として活用するための技術開発
および市場動向等の調査研究を行い、福島県浜通り地域で安定した事業展開を目指します。

一般産業から発生する石炭灰を活用した
人工砕石を製造し、浜通りの建設工事に提供

県内発生製紙会社石炭灰の有効活用

福島エコクリート㍿   、一 般
財団法人石炭エネルギーセンター

事
業
概
要

事
業
計
画
名

事業者の連絡先

環境リサイクル分野

現状・背景 研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み）

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージこれまでに得られた成果

事
業
概
要

事
業
計
画
名

04

研究（実用化）開発のポイント・先進性

実用化イメージ

株式会社タジマモーターコーポレーション　福島県南相馬市原町区萓浜字新赤沼 83 番　☎ 0244-32-0770（担当：新事業開発　上荒磯祥彦）Mail：kamiaraiso@tajima-motor.com

株式会社タジマモーターコーポレーション
代表取締役会長兼社長　田嶋伸博

　自動車業界は、100 年に
1 度の変革を迎えておりま

す。前の変革は、馬車から自動車へと変
革が起こりました。次世代モビリティー
サービスの変革が活発化する中で様々な
社会問題を解決する、安心できるモビリ
ティを開発し実用化を図り、浜通りでの
次世代モビリティの普及を目指します。

　東京モーターショー 2019 にて、リ
ユースバッテリー事業を発表し、国内
外のエネルギー事業会社様と多くの自
治体様よりご相談いただいておりま
す。

　福島浜通りは、洋上風力発電、福島
水素エネルギー研究フィールドと新エネ
ルギー産業に期待される地域です。当
社はE Vを活用した地域エネルギーサ
イクル事業の開発の一つとして、リユー
スバッテリー製品を福島ロボットテスト
フィールドで開発し、浪江町フォーアー
ルエナジー社を始めとする福島県内の
協力会社とともにモノづくり体制を行う
地域事業モデルの構築を目指します。

　2021 年度中にリユースバッテリーを採用した家庭用蓄
電池と、業務用蓄電池の開発を予定しています。浜通りで
展開される新エネルギー事業とともに成長する地域企業様
と連携を図り、蓄電池の開発と普及を進めることでレジリ
エンスな地域づくりの構築を目指します。

　EVの普及が予測される中、EVバッテリーをリユースす
る技術を開発することで、廃棄物の削減と有効活用、新規
原材料の削減に貢献することができ、スマート社会の推進
にも波及効果が期待できます。バッテリーを使い切るマネ
ジメントシステムの開発により、最大 20%の追加容量が使
用可能となり、30%の電池寿命の延長が期待できます。太
陽光発電の固定価格買取制度（F I T）の期間終了が始まり、
追加設備となる定置型蓄電池は安く安心できるものが求め
られると予測されるなか、リユースバッテリーを採用する
ことでバリューの高い蓄電池を開発できます。

　量産EVの発売から約10年が経ち、EVのリサイクルが始
まる中で、使用済電池のリユース技術を確立していくことが
EV普及だけでなくスマートエネルギー社会の普及には重要と
なります。リユースバッテリーを採用した低速域E V用の開発
とともに、定置用蓄電池でのリユース製品の開発を進めます。

2019年度開始

実施期間
▼

2019年度～2020年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

使用済みリチウムイオン電池を活用したバイパスシステムの
実用化開発

電気自動車（EV）に使用されたリチウムイオン電池は、個体毎に劣化度のばらつきが大き
くリユースして製品化した場合、通常劣化度の高いセル（充電性能が低い）に合わせて充
電されます。個体差に関係なく無駄なく組み合わせることが可能となるバイパスシステムの
開発により、家庭用及び産業用の蓄電池システムとしてリユースの実用化を目指します。

電気自動車リチウムイオン電池の
リユース製品を実用化開発

株式会社タジマモーターコーポレーション
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